
「シリーズ〈都市地震工学〉6 都市構造物の損害低減技術」初刷 正誤表 

 

p.3：図 1.5： 
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p.4：左 15行：上図→同図 

p.6：右 12～14 行：変位→相対変位，速度→相対速度，加速度→絶対加速度 

p.13：左 15 行：損失係数ηdをとすると→損失係数をηdとすると 

p.15：左 12 行：式(1.71)：ueq=→um= 

p.17：右 17～18 行：次式で評価できる．また，最大→式(1.86)で評価できる．最大 

p.19：左 17 行：②の機能を与える部材が→①②の機能を与える部材が 

p.36：右 12 行：（CB=0.10）→（CB=0.10） 

p.40：左 32 行：免振支承→免震支承 

p.47：左 15 行：式(2.15)： 
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p.52：右 8行：式(2.5)に，式(2.2)と式(2.4)を代入して， 

        →式(2.25)に，式(2.23)と式(2.24)を代入して， 

p.70：図 2.55：我が国で最初に適用された免震構造 28） 

  →我が国で最初に適用された免震構造 37） 

 


